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1 ．まえが き

　従来、硬化 コ ン ク リ
ー

トの 配合推定には0．川 の 塩酸 を使用 して 硬化 コ ン ク リ
ー

トを溶解 し、

酸化カル シウ ム 量 と不溶残分 との 関係か らセメ ン ト量 と骨材量を求め る方法 1｝が一般的に用 い

られ て い る ． しか し、こ の 方法は石灰石や 貝殻が混入 した 海砂等の カル シ ウム 分を多 く含む骨

材が使用 された コ ン ク リ
ー

トには 、セ メ ン ト水和物中の カル シ ウム と骨材中の カル シウ ム とを

同時に溶解するため 適用で きない 。

　こ こ数年 、石灰石骨材の 使用割合が急激に増加 して お り
2 ）

、石灰石骨材を用い た 硬化 コ ン ク

リ
ー

トの 配合推定方法 を検討 してお くこ とは、打設 された コ ン ク リ
ートの 品質確認や構造物の

耐久性診断等の 観点か ら重要なこ と と思われ る 。

　これ まで、石灰石骨材を用い た 硬化 コ ン ク リ
ー

トの セ メ ン ト量 の 推定方法 として 、石灰石 中

の カル シ ウ ム は 溶か しに くく、セ メ ン ト硬化体中の カ ル シ ウム を溶か しやすい グル コ ン 酸ナ ト

リウム を使用 して コ ン クリートを溶解する方法
3 ）4 ）、物理的分離 とふ っ 化水素酸処理 に よる化

学分析お よび偏光顕微鏡による鉱物学的 アプ ロ
ー

チ を用い た 手法 5 ）が提案され て い るが 、筆者

らは これ らと別の 観点か ち コ ンク リ
ー

トの分析方法 を検討 した結果、精度や所要時間などに関

して実用的に満足で き る
一

つ の方法を見 い 出す こ とが で きた 。

　すなわ ち、本報告は コ ン ク リ
ー

トの分析にはマ トリッ クス 干渉が少ない誘導結合プ ラズ マ 発

光分光分析装置 （ICP ）を用い 、セメ ン ト成分中で 酸化カル シ ウム に次 い で 量が 多 く、変動

の 少ない 酸可溶性シ リカに着 目し 、 これ を指標 として 比較的容易に硬化 コ ン クリ
ー

ト中の セ メ

ン ト量 を推定す る方法を提案するもの で ある。

2 ．分析方法の 検討

　コ ン ク リ
ー

ト中の セ メ ン ト量を推定す るため の 指標 とな る成分は 、セ メ ン ト中で 比較的含有

量が多く変動の 少ない 成分を選ぷ 必要が あり、こ こではカル シ ウムお よびシ リカを指標 とす る

場合につ い て 、 ICP に よる分析の 可能性お よび試料の溶解 方法 を検討 した 。

（1 ） ICP に よる分析方法の検討

　コ ン ク リ
ー

ト中には 多様の 元素が混在 して い るこ とか ら、原子吸光な どに比べ て マ ト リ ッ ク

ス干 渉の影響が少な い ICP 使用に よる迅速分析の 可能性 を検討した 。

　コ ン ク リ
ー

トを酸類や塩類で分解 した溶液は セ メ ン ト成分元 素で あるCa、　Si、　Al、　Feな どが

主体 とな る もの と考 えられ る 。
ICP 分析に お ける標準溶液 は

一般 に塩酸酸性溶液が用い られ

るこ とが 多い こ とか ら、実験は 0．05N〜1．ONの 塩酸溶液に、　 Ca 、Siが ICP の マ ト リ ッ クス 干

渉が少ない とされ る 100躪g／l 以下 となるようにそれぞれ調整 した caお よびsi溶液 、またca，si

を同量添加 し、これ らにAl　 lO■g／1 、Fe　10mg／1 お よび内標準 として Y（イ ッ トリウム ）10mg／1

を添加 した共存溶液 をそれぞれ 作製 し、これを ICP によ り分析 して Ca、　Siの分析精度に関す
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る基本 的な検討 を行 な っ た 。

　図
一 1は カル シ ウムおよび シ リカの分析精

度に つ い て示 した もの で ある 。 こ の 場合 、測

定波長は 、Caに対 して は317．933nm（第 3 波長）

Siには251．611n■ 、Y に は371．030nm を用 い

た 。こ れ に よる と 、酸濃度 に よる物理 的干渉

の影響 が認め られ るが （図
一 1上 ）、Y 内標

準法 を使用す るこ とにより物理 干 渉は補正 で

き、またカル シ ウムお よび シ リカは共存す る

他の 元素の 化学干渉、分光干渉 もほ とん ど認

め られず十分な精度で 分析で きるこ とが解る 。

したが っ て 、 ICP による分析は JIS 分析な

どの複雑な操作 を省略するこ とがで きるの で 、
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コ ン ク リートの 迅速分析には適 して い るもの と考え られ る 。

（2 》酸溶解条件の 検討

　石灰石骨材 を用 い た コ ン ク リ
ー

トの 配合推定で は 、指標 とする成分 が セ メ ン トで は十分 に溶

解 し、一方骨材で は溶解 しない 酸又は 塩 を選ぶ必要がある 。

　ここで は 、カル シ ウム を指標 とする場合に塩酸、酢酸 、グル コ ン酸 ナ トリウ ム 、酒石酸ナ ト

リウム お よび クエ ン酸ナ トリウム を 、またシ リカを指標 とす る場合に は塩 酸、酢酸、お よび ぎ

酸に つ い て 、 その 溶解性能 を検討 した 。なお 、これ ち試薬はすべ て純薬特級を用い た 。使用 し

た材料は 表 一1 に示すとお りで あ り、シ リカを指標 とする場合 には 、代表的な反応性鉱物を含

む骨材 4 種に つ い て も検討 した 。

　セ メ ン トペ
ー

ス トおよび骨材はあ らか じめ 乾燥 し、10511・m 以下に粉砕 して試験に供 した 。

　溶解は 、試科 （セ メ ン ト ；0．3g、 骨材 ；1．Og、セ メ ン トペ ース ト ；0．5g）を250ml の所定溶

液に入れ、マ グネ ッ トス タ
ー

ラ上で 所定時間処理 し、JIS　P　3801に規定する 5種 C ろ紙 を用い

て ろ過 した 。

表一1．使用材料の 化学成分

i藤 196s　　 化学成分　（％） 備 　　 考
600100　 C日0Sio3 觚 20Fe20 ■凶

セ メ ン ト 冒 o．664 ．621 ．8a2a11 ．5 鼻社 普 通 セ メ ン ト

セ メ ン トペ ース ト 9，11 軌258 ．219 ．74 ．7a81 ．31 ！C30 器

標準砂 o．4 吐5a393 ．2a4o 」60 ．0 豊 浦

硬翼砂岩 1．7 駄01lL 　755 ．413 ．44 ．62 ．0 埼玉 県、両神産

囎 1．2z64 ．363 ．517 ．0 翫81 ．6 埼玉 県、 金沢産

粘板岩 1．1 止53 ．172412 ．04 ．o1 ．2 栃木県産、再結晶化微小石英 80 ％

安 山岩 砿 τ 1．0 了．957 ．116 ．38 ．84 ．1 山形県産 、 輝石安山岩 （火山御瀬 0瓢）
珪 化粘板岩 L2 臥04 ．583 ．6a51 ．50L 　6 広島県産、微小石英　 80 ％

黒曜石 臥 05 ．4 砿 971 ．612 ．91 。0qo 蒙古産、主成分は火山ガ ラ ス

石灰石 軌2 姐 354 ．80 ．8a3lL 　1 α 7 埼玉県、叶山産

苦灰石灰 石 1．141 ．046 ．17 ．50 ．5 α 54 ．2 栃木県、葛生産

　分析は ICP によ り行ない 、ろ液は純水 を加 えて 500■1 に定容後 10n1分取 し、こ れ に 0．INの

塩 酸 を加えて 100壓 1 に定容 した 。 また内標準 として イ ッ トリウ ム を10ng／1とな るように加 えた。

　表 一2 はセ メ ン トお よび石灰石の 溶解液 中の カル シ ウム 量 を示 した もの で ある 。 これによれ
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ば 、セ メ ン トおよび石灰石 中の カ

ル シウム 分 を分離 して溶解す るに

は 、塩類 によ る選択溶解が 適 当で

あ り、中で もグ ル コ ン 酸ナ ト リ ウ

ム を使用 し、55℃ で 処理 した 場合

が最 も良好であ るこ とがわか る。

しか し、こ の 場合で もセメ ン ト中

表 一2 ．各種溶液分解 に よ る CaO 量　　　　　　　　　　　 （％）

の CaO を95X 程度 しか溶解せず 、石灰石中の CaO は2X程溶解 してお り、カル シウム を指標 と し

て セ メ ン ト量を推定する場合 にはかな りの 誤差 が生ずるもの と考えられ る。

　表 一 3 はセ メ ン ト、セ メ ン トペ
ー

ス トお よび各種骨材の 溶解液 中の シ リカ量 を示 した もの で

ある 。 これ によれば 、塩酸は IX（約 0．　IN）で も20分間処理で セ メ ン トの シ リカ分は完全に溶解

するが 、同時に不安定 シ リカ鉱物を有す る粘板岩 、安 山岩中の シ リカ分を0．5X以上溶解す る 。

一
方 ，0．5Xの 薄 い 塩酸で は酸の 量が不足でありセ メ ン トお よびセ メ ン トペ

ー
ス トを完全 に溶解

する こ とはで きない 。

　酢酸は塩酸に比べ て軟 らか く、骨材はほ とん ど溶解 しない が、セメ ン トおよびセメ ン トペ
ー

ス トでは最 も良好な2xrs液で もシ リカ分の 95X 程度 しか溶解せず 、溶解速度が遅い 割 りには 45

分で 溶解 シ リカの ポ リマ
ー化傾向が見 られ るな ど分解酸 と しては 不安定な もの と考 えられ る 。

　図
一2 は ぎ酸に よ る分解結果を示 した も の で ある 。 表

一 3 お よび図一 2 に よれば 、O．5X （約

0，IN）〜2X （約0．5N ）の 溶液 を用い て 30分処理 した場合に セ メ ン トおよびセ メ ン トペ ース ト中

の シ リカ分を99X 溶解 し、骨材中の シ リカ分は酢酸 と同様ほ とん ど溶解 しない 。また 、処理時

間 も30〜60分の 間は安定 した 値が 得 られて お り、こ れは ぎ酸が塩 酸よ り弱酸で ある こ とか ら比

較的骨材に対す る侵食性が少なく、また pH が 2 程度 と溶解 シ リカ が最 もポ リマ
ー

化 しに くい

領域で ある為 と考 え られる6 ｝

。しか し、濃度が2似 上 、処理 時間が60分以上 となる と 、粘板岩、

安山岩中の シ リカ分の 溶解度 も上昇す る傾 向が認め られ る。

　こ の こ とから、セメ ン ト量の推定 には 0，5Xぎ酸 を用い た40分の 処理が最 も安定 して い る と判

断され る 。

表一3．酸分解に よる Sio2 量　　 （％）

酸の 齟類 塩酸 酢　 酸 ぎ　 酸

酸 濃度 （％ ） 0，5　 LO1 ．0 2，0 4．oo ．25 0．5 Lo2 ．0
処理 時閻 （分 ） 20304520304530304520304560203030

セ メ ン ト 19．量 21』 19．219219 ．32LO18 ．719 ．921 ．421 ．521 ．621 ．721 ．82L921 ．92L72L8
セ メ ン トペ ース ト 16．219．716 ．2 且6．516．418 ，718 ．017 ．816 ．817 ．218 ．了 19．519 。619 ．519 ．619 ．719 ．8
標即 砂 0．00 ，10 ．00 ．工 0』 0．0o ．oo ．oo 』 0．00 ．0o ．oo 』 0．00 ．0o ．oo ．o
硬質砂岩 o．oo ．10 ．00 ．00 ．00 ．0o ．10 」 0．00 ．00 』 o」 0」 o」 o．o0 ．工 o．1
礫岩 o．o0 」 0．00 ．00 ．00 ．1o ．1o ．10 ．00 ．0o ．oo ．10 ．10 ．1o ．o0 ．10 」

粘板 岩 0．30 ．50 ．00 ．10 」 0．10 ．1o ，2o ．10 ，10 ，1o ．20 ．2O ，30 ．20 ．20 ，4
安山岩 o．3o ．70 ．1o ．1o ，20 ．2o ．20 ．20 ．2o ．2o ．2020 ．2o ．30 ．20 ．3o ．4
珪化粘板岩 0。1o 」 o．o0 ．1OJo ．10 ．1o 」 0．00 」 0．0o 』 0．io ．10 ．00 ，1o ．藍
黒堽石 0．10 ．2o ．o0 ．1o ．10 ．10 ．1o ．10 ．0o ．豆 0．0o ．o0 ．10 ．10 ．00 」 0」
石灰石 0．0o 』 o．oo 』 o．oo ．o0 ．00 ．00 ．00 ．0O ．00 ．00 ．0o ，oo 』 0．00 ．0
苦灰石灰石 0．1o ．10 』 0』 0．0o ．o0 ．00 ．0o ．o0 』 o．o0 ．00 ．O0 ．00 ，00 ．10 ．亅

3 ．セ メ ン ト量の推定に及ぼす影響因子の 検討

　ぎ酸 0．5X−40 分処理 に よ り コ ン ク リ
ー

ト中の セ メ ン ト量 を推定する場合 に、影響 を与 える と
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考え られ る要因に つ い て 検討 を行な っ た 。

　図一 3 はすべ て の骨材に石灰石が使用 された場合 、

コ ン ク リ
ー

ト中の カル シ ウム量はか な り多 くな るこ

とか ら、ぎ酸0．5X溶液の 使用で酸濃度が十分足 りる

22

20

か どうか を検討 した もの で あ る。こ の 場合 、所定量 ε 1
で 混合 した石灰石お よび標準砂 にあ らか じめ 粉砕 し 嘱

たセ メ ン トペ ース トを20跏 え、シ リカ お よびカル
P． 16

シウ ムの 回収率を検討した もので ある 。これに よれ

ば 、カル シ ウム 量お よびシ リカ量 と も理論値 とほ ぼ

一
致して お り、 分解溶液中の 酸濃度は十分 であると

言 える。

　図 一4 は セ メ ン ト水和物の 溶解性 に及ぼす材令 の

影響 を調べ た もの で 、水セ メ ン ト比30X の セ メ ン ト

co
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拶
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　 　 　 　 h ’
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　 　 　 O セ メ ン ト

　　 　 ム ペ ー
ス ト

　　 　 ● 粘板岩

　　 　 ▲ 安山岩

　　　 o 標準砂

〆

ペ ー
ス トをス チ ロ

ー
ル ビ ン に 密封 して所定材令 ま で 20℃ に

て 養生 した もの の 分析結果で ある。これ によれば 、材令 1

年 まで の 範囲で は ぎ酸 O．5X−40 分処理で 同題な く溶解で き

る 。

　図
一 5 は反応性鉱物 を含む骨材 を使用 し、アル カ リ骨材

反応の 有無が セ メ ン ト量 の 推定に 影響を与 えるか ど うか を

検討 した もの で ある。こ の 場合、水セ メ ン ト比50X 、セ メ

ン ト砂比 1 ： 2 の モ ル タル を使用 し、材令 3 月まで 20℃ お

よび 40℃ で養生 した試料を用 い た。なお、使用セ メ ン トの

R20 は O．67X であ り、40℃ にて 養生 した ものは セメ ン トの

RzO 量 をNaOHで 1．2Xに 調整 し、砂は 0，15〜O．3mm の 物 を使

用 した 。　 これ によると20℃ にて養生 した モ ル タ ル は 、反

応性骨材 を使用 して も、セ メ ン トの 回収率にほ とん ど影響

は見 られないが、40℃ にて養生 した モ ル タル につ い ては

概 して反応性の 高 い骨材ほ ど シ リカの 回収量は 多くな り、

その結果セ メ ン ト換算量 も理 詒値よ り多 くな る傾向にあ

る 。 これは 、アル カ リシ リカ反応によ っ て生 じたアル カ

リ シ リカゲ ル を酸が分解 して い る た め と考 え られ 、 本方

法はア ル カ リ骨材反応を生 じて い る コ ン ク リ
ー

トへ の 適

用は 困難と考えられ る。

4 ．コ ン ク リ
ー

ト供試体に よる配合推定

（1 ）試験条件 と方法

　石 灰石 骨材は 粗骨材や細骨材として 使用 され 、
一

般的

には他の 骨材 と混合 して使用 され る場合が多 い もの と思

0．5 ．　　　　 2　　　　2040　　0
　 酸濃度 （瓢）　　　　 処理 時間 （分）

図
一2．ぎ酸分解に よる SiOt 量

貧 　 508

i4D 、。9
塞… 8
　　 　 10

　　　　 0　　50　 100
　 　　 骨材中の 石灰石混入率

図
一3．石灰石 骨材の 使用割合の 影 響
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図一4．セ メ ン ト硬化体の材 令の影響

　 120e

回 llO
索

孕
　 100

O ：40℃養生R：O ：1，躑
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図一5．アル カ リ骨材反応の 有無 に よ る影響

われ る。こ こ で は 、実際の 使用状況を考慮 し、表一 1 に示す硬質砂岩 、礫岩 、 石灰石お よび純

度の 低い 石 灰石 と して ドロ マ イ ト質石灰石を用 い て表 一4 に示 す骨材の 組み合b せ による コ ン
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ク リ
ー

ト供試体 を作 表一4．骨材の組み合わせ

製 した 。使用 した骨

材の 物理的性質およ

び分析結果を表 一5

に示す。また、セ メ

ン トは表
一 1 に示す

表
一5．使用骨材

比凾 序 五uss ω

橄 類

殻大寸 法

　（脳 ）

吸水率

（粉 600℃ 1000℃
Sio2＊
（覧）

硬 皿砂 岩 202 ．700 ．591 ．79 ．oo ．1
石 灰砕 石 202 ，700 ．320 ，243 ．30 ．0

礫 岩砕 砂 52 ．621 ．121 ．22 ．6o ．1

石灰砕 砂 52 ．621 ．050 ．343 ．30 ．0

苦灰砕砂 52 ．602 ．271 ．141 ．oo ．o

普通 ボル トラン ドセメ ン トを使用 し、コ ンク

リ
ー

トは 表一 6 に示す 5種類の配合 とした 。

　 コ ン ク リ
ート供試体は、 1 £ の ポ リエ チレ ン ビンに コ

ン ク リートが 1 £ とな るよ うにあらか じめ計量 した セ メ

ン ト、骨材、水を入れて練 り混ぜ 、その まま密封 して 材

令28日まで 20℃ 恒温室にて 養生 した 。

　養生後 、コ ン ク リ
ー

ト供試体をポ リエ チレ ン ビ ン か ら

＊ ぎ酸0．5X−40分処理 に よる溶解度

表一6．コ ン クリートの配合

セ メ ン ト滋（  ！瞠
3
） 1！c （罵） s！a （罵

250 65 48
300 55 46
350 ． 50 45
400 45 44
450 40 43

取 り出し、2 日間20℃ 水中に 浸せ きした後水中重量お よび表乾重量 を測定 し、2 日間 105 ℃ に

て乾燥 して 絶乾重量 を測定 、1051t・m 以下に縮分 ・粉砕 した 。次 ぎに粉砕試料よ り1gを分取 し、

石灰石が熱 に よ り分解 しな い よ う600 ℃ で ig．　loss を測定す る
一

方
D
、他の 1g を濃度 O．5Xの

ぎ酸溶液250nl 中に入れ 、マ グネ ッ トス ター
ラ上で 40分間処理 した後ろ過 し、ろ液中の シ リカ

分 を前記 2 ． （2 ）と同様に ICP によ り分析 した 。

　絶乾時の コ ン クリ
ー

ト中の 各材料の 重量割合は次式に よ り求め た 。

　 　 　 X 十 Y 十 Z ＝100

　　　 a ＝α ＊ Y ／ 100十 Z

　　　b ＝β ＊ X ／ 100＋ γ ＊ Y ／ 100

　上記計算結果よ りコ ン ク リ
ー

ト中の 各材料の 単位量は

次式 で求め る こ とがで きる 。

　　単位セ メ ン ト量 （kg／m3 ） ＝ X ＊ W ／（100 ＋ ρ 1 ）

セ メ ン ト量 　 　 （瓢）　　 IX

骨 材 量 　　　　 （紛 　　 ｝Y
結 合 水 　　　　 （沿 　　 ； z
表 乾 時 の 犖 位 容 貫 （kg／tS ） ； W

骨 材 の 600℃ig．　loss（紛 　 　 ； a

書看あ鑓
S’°’

［ll ：梦
黐劣llbi°ss

器　 ：蠶
コ ン ク リ

ー
トの 吸 水率 （S） ； ρ ，

骨 材の 吸水 率 　　（覧）　　 lPt

　 単位骨材量 （kg／皿
3）＝Y ＊ w ＊ （1 ＋ ρ 2 ／ 100 ）／ （100 ＋ ρ 1 ）

　 単位水量 （kg／ns ）＝ W ＊ （Z ＋ ρ 1
一

ρ 2 ＊ Y ／ 100 ）／ （100 ＋ ρ 1 ）

（2 ）試験結果 と考察

　図
一6 は理論セ メ ン ト量 と推定セ メ ン ト量 との 関係

を示 した もの で ある 。なお 、こ の 場合 の 理論セ メ ン ト

量は 、各供試体 の 実測単位容積質量 と加 えた 材料の 重

量比率 よ り計算で求め た もの で あ る。

　これに よれば、理 論セ メ ン ト量 と推定セメ ン ト量 と

の 間には高度の 相関関係が認め られ 、使用した骨材中

の 石 灰石量 に係わ らず、推定セ メ ン ト量は理 論セメ ン

ト量 に対 して ± 15kg！n3 の 範囲に入 っ て い るこ とがわ

か る 。したが っ て 、本方法は 貝殻等 カル シ ウム分 を含

有す る骨材が使用 され たコ ン ク リ
ー

トの セ メ ン ト量の

推定に も使用で きるもの と考 え られ る 。

　 500
曾
蟄

亟40G

聿
鑚300

o   ＋闇隠
Φ 硬  書石購
    醴＋細

△五辭石＋石贈
△舐跖 擢岩緲 　 　 ！

　 　 ！

　 ノ 　　 ノ

　 ！　 ！

！

／

＋15kg！■s
　　

！
　　！

　 　 　 　 　 ！

　 ’
　 ’
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ノ

ノ
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ノ
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　 　 ！
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）

図一6．推定 セ メ ン ト量
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　この場合、セ メ ン トお よび

骨材の 溶解 シ リカ量、骨材 の

吸水量の値は 、表
一 5 に示す 　　2000

値・使用 ・たが、配合齪 ・ 籌　　　　　　　　　　　　　　　

驚鏃皐鰲纓懇簔　
’8°°

考えられ る 。 表
．7 は市販 1謬

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1600
銘柄の 普通ボ ル トラ ン ドセ メ

ン トの シ リカ量 を調べ た結果

を示 した もの で あ り、これ に

G
Y−−za　96管1．　Olem
FO ．9864

§
18°

霧、6。

1600　　　　i800　　　2000
　 　 理 論骨材量（  〆■

墨

）

　 　図
一7．推定骨材量

潔O

△

　 　 Y＝−5Z　75＋且．272冨
●　 
　 　 FO ．829G

160　　 ）60
　理論水量 （  ！■

9
）

図一8．推定水量

よれば セメ ン トの シ リカ量は 20．9X〜22．2X の 範囲に あり、平均21．5X とな っ て い る。また 、表
一 3 お よび表

一 5 に よれば骨材中の ぎ酸で 溶解され る平 均シ リカ量 は 0．IX、600 ℃ ig．10ssは

IXで あ り、骨材の 吸水率 と して平均的な値で ある1，8Xを採用 して
v ｝

、これ らの 値を使用 しセ メ

ン ト量を推定す る と、± 15kgん 3
以内の 精度で 推定できる確率は85X 程度 となるが 、こ れ らの

値 を利用 して も概 略の セメ ン ト量 を知るこ とがで きる 。

　図一 7 お よび 8 は上記計算式よ り求め た 単位骨材量および単位水量に つ い て示 した もので あ

る 。本法に より配合 を推定す ると 、 単位水量の 推定誤差 は大 きい が 、骨材量は比較的良い 整合

性が 得ちれ るもの と考 えられ る。

表一7．市販セ メ ン トの SiOz 量

銘柄

SiOt（漏）
121
．8221，53Zl．4422．252L τ

620
．9721．88

　　 9
22．0　21．21021．41121．51221．6132L　71421．且

1521
．2

平均

21．5

5 ．ま とめ

　石 灰石骨材を使用 した硬化 コ ン ク リ
ー

トの セ メ ン ト量の 推定方法に つ い て検討 した 結果 、セ

メ ン ト中の酸可溶性シ リカ を指標 として 、コ ン ク リ
ー

トをぎ酸溶解 し、その ろ液の シ リカ分 を

ICP 分析す るこ とに よ り、± 15kg／■
3

の 誤差で セ メ ン ト量 を推定 で きるこ とが判 っ た 。

　こ の 方法は 、ア ル カ リ骨材反応を起こ した コ ン ク リ
ー

トには適用 で きない が 、石灰石骨材 の

使用割合に係わ らず適用で き る の で 、
コ ン ク リ

ー
トの品 質確認等に広 く役立 つ もの と思われ る。

　今後更に   長期材令の コ ン ク リ
ー

ト、  各種セ メ ン トお よび混合材使用 コ ン ク リート、  中

性化 したコ ンク リ
ー

ト等に つ い て も本方法の 適用性を検討する予定で ある1
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